
1 

8 月定例記者会見 市長あいさつ  

 

皆さま、こんにちは。 

まずはじめに、今月８日以降、九州地方を襲った記録的

な大雨により、熊本県や鹿児島県などで多くの被害が発生

しました。 

また、先週には、秋田県をはじめとする東北地方でも、

大雨による被害が発生するなど、全国各地で豪雨災害が相

次いで発生しております。 

今回の被害でお亡くなりになられた方々に対し、心より

お悔やみを申し上げますとともに、被災されました皆様に

お見舞い申し上げます。 

 

さて、８月９日に開催された「第７０回とりで利根川大

花火」ですが、天候にも恵まれ、無事盛会に終えることが

できました。 

当日は、約１万発の花火とドローンショーの光の演出が

夏の夜空を彩り、会場へご来場いただきました、およそ１

２万人の皆さまに、取手の夏の風物詩として、感動と興奮

をお届けできたかと思っております。 

また、花火開催翌日の清掃活動には、早朝午前５時にも

かかわらず、約８００人の地域住民ボランティアの方々に、
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会場周辺の美化活動にご参画をいただきました。 

花火大会と清掃活動にご尽力・ご協力いただきました市

民や関係者の皆さまに対し、心より感謝御礼申し上げます。 

 

それでは、本日の発表事項に移ります。 

 

はじめに、「令和７年第３回取手市議会定例会議案」につ

いてです。 

会期は、９月２日 火曜日からの予定となります。 

定例会に提出する議案は、条例の制定が 1 件、条例の一

部改正が１件、町の区域の変更が１件、令和７年度補正予
まち

算が５件、そのほか、財政健全化判断比率報告、債権の放

棄の報告、令和６年度決算の認定など、合わせて  計２５件

を提案いたします。 

まず、条例の制定についてです。 

令和６年６月に成立した子ども・子育て支援法等の一部

を改正する法律により、創設された乳児等通園支援事業

「こども誰でも通園制度」に係る市長の認可基準を定める

もので、事業を実施するに当たっての設備及び運営に関す

る最低基準について規定するものです。 

条例の一部改正については、いじめ防止対策推進法に規

定する重大事態の調査のうち、不登校重大事態に係る調査

に関し、学校主体での調査について明確化するため、条例



3 

の一部を改正するものでございます。 

次に、令和７年度取手市一般会計補正予算第４号につい

てご説明いたします。 

一般会計補正予算第４号の総額は、１２億９，３７７万

８千円の増額で、補正後の予算総額は、５２４億７，７６

９万２千円となります。 

主な歳出の内容は、２点ございます。 

１点目は、「とりでっ子応援ギフトカード給付事業」にお

いて、エネルギー価格の高騰や、物価高騰に対する市民生

活支援として、高校生以下の子どもがいる子育て世帯に対

して、子ども 1 人あたり６，０００円のギフトカードを支

給するため、８，９６７万１千円を増額します。 

２点目は、「安全安心なまちと未来を見据えた環境整備」

において、戸頭消防署非常用発電機改修工事と、Ｊアラー

ト受信機の更新を行うため、３，２６４万１千円を増額し

ます。 

令和７年第３回取手市議会定例会議案の説明は、以上と

なります。 

 

次に、「取手駅西口ペデストリアンデッキをデザイン！

アイデア募集」についてです。 

「アートによるまちづくり」を進めている本市では、取

手駅西口のペデストリアンデッキの床面の装飾デザイン
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を、一般募集いたします。 

デザインのアイデアは、市内外問わず、どなたでも応募

可能で、一人で複数点の応募も可能です。 

受賞作品は１作品のみで、受賞者には賞状と記念品を贈

呈いたします。 

茨城県の玄関口に相応しい、取手駅西口のシンボルとな

るような魅力的なデザインをお待ちしております。 

 

次に、「取手市全域をステージにロゲイニング大会を開

催します」についてです。 

令和７年１０月１日に、市制施行５５周年を迎えるにあ

たり、記念としまして、「取手カルチャーロゲイニング」を

開催いたします。 

チェックポイントとして設定された市内のアート作品

や文化財などを、徒歩や公共交通機関で移動し、スマート

フォンのアプリを用いて、得点を集めるナビゲーションス

ポーツとなっております。 

開催は、１１月２２日土曜日、午前１０時から午後３時

の５時間の競技となります。 

市全域に設定されたアートや文化財のポイントをめぐ

って、取手の魅力を再発見していただければと思います。 

 

以上で、私からの説明を終わります。


